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平成 30年 7月 20日の薬事委員会で以下の薬剤について決定いたしました。他の事柄について

もあわせてご報告いたします。 

 

① 新規採用医薬品 

エイムゲン（総合内科）【海外渡航研修者のみ】 

薬効： ウイルスワクチン類 

申請理由： 日本の A型肝炎ワクチンであり、不活化ワクチンである。生長会の海外渡

航研修者に使用 

採用中止薬剤： なし 【院内在庫、置かず】 

 

ヒュミラ皮下注 40mg ペン 0.4mL／80mgペン 0.8mL（消化器内科・リウマチ科） 

薬効： ヒト型抗ヒト TNFαモノクローナル抗体製剤 

申請理由： 自己注射の手間と負担軽減を目的した製剤。約 10 秒で全薬液が自動的に

注入される「オート・インジェクト・システム」を採用。 

採用中止薬剤： ヒュミラ皮下注シリンジ製剤 

 

アトーゼット配合錠 LD／HD（循環器内科）【院外限定】 

薬効： 小腸コレステロールトランスポーター阻害剤／ 

 HMG-CoA 還元酵素阻害剤配合剤 

申請理由： ゼチーアとスタチンの合剤。作用機序が異なる２剤の併用により、コレス

テロール低下作用のいっそうの増強が見込める。患者のアドヒアランス向

上および薬剤費の軽減につながる。 

採用中止薬剤： なし 

 

パルモディア錠 0.1mg（循環器内科）【院外限定】 

薬効： 高脂血症治療剤 

申請理由： ＰＰＡＲα作動薬（PPARαアゴニスト）に分類。核内受容体のＰＰＡＲα

に結合後、おもに肝臓の脂質代謝にかかわる遺伝子群の発現を調節して脂

質代謝を改善。中性脂肪のトリグリセライド低下作用が強力。 

採用中止薬剤： なし 

 

ドボベットゲル（皮膚科）【院外限定】 

薬効： 尋常性乾癬治療剤 

申請理由： 乾癬の外用療法として汎用される活性型ビタミンＤ３とステロイドの配

合剤。頭皮など有毛部位に外用しやすい剤形としてゲル剤が製造承認され

たため、利便性の向上とアドヒアランスの改善につながる。 

採用中止薬剤： なし 

 

 



 

② 後発品変更について 

後発品が年に 2 回、発売されるため、継続的な後発品の変更が必要 

先発名 後発名 

アンカロン注 150 アミオダロン塩酸塩静注 150mg「TE」 

ロヒプノール錠 1mg／2mg フルニトラゼパム錠 1mg「アメル」／2mg「アメル」 

  

※これまでどおり、外来での処方は先発品での対応もできるようにします。 

 

 

③ 製剤統合について（詳細別紙） 

同一成分同一薬効の２薬剤を１つに統合、ロヒプノール静注用 2mg → サイレース静注２ mg 

 

 

④ 出荷停止、出荷調整について（詳細別紙） 

出荷調整 在庫がなくなれば、一時オーダーをストップの可能性もあります。 

・ピシリバクタ注 

・マキシピーム注 

 

 

⑤ 発売中止について（詳細別紙） 

製薬メーカーより発売中止の連絡が入りました。 

・ポリトーゼカプセル 

 

 

⑥ MR ワクチンについて 

MRワクチンについて、まだ、出荷調整がかかった状態ですが、ある程度の供給は可能とのことで

す。ワクチン予約を再開ください。 

 

 

⑦ 使用成績調査について 

＜ASAHI INTECC Microcatheter＞ 

1. 調査区分：朝日インテック㈱社製マイクロカテーテルの使用成績調査 

2. 販売名：マイクロカテーテルⅤ（製品名：ASAHI Tellus [テルス]） 

3. 調査目的：Interventional Radiology に於ける、有用性及び安全性の臨床的評価蓄積 

4. 調査期間：契約締結日より 2019年 6月 30日まで 

5. 予定症例数：40 例（1症例=1 調査票） 

6. 調査責任医師：画像診断部 部長 石井 清午 先生 

   調査分担医師：画像診断部 医長 澤 宗久 先生 

 



＜オルケディア＞ 

１． 調査区分：特定使用成績調査 

２． 医薬品名：オルケディア錠 1mg、2mg 

３． 調査目的：本調査は、血液透析施行中の二次性副甲状腺機能亢進症（SHPT）患者を対象に、

オルケディア錠を長期投与した際の使用実態下における（1）未知の副作用の検出、（2）副作

用発生状況の把握、（3）安全性及び有効性に影響を及ぼすと考えられる要因の把握、（4）安

全性検討事項等を検討し、長期使用における安全性及び有効性について確認すること。 

４． 調査予定期間：契約期間開始日～2022年 4月 

登録期間：契約期間開始日～2020年 4月  

ただし、予定症例数に達した場合は、登録期間内であっても登録を終了。 

観察期間：本剤投与開始から 52週間。 

ただし観察期間中に本剤の投与を中止した症例や血液透析の施行を中止した症例や血液透析

の施行を中止した症例は、その時点までの観察期間とする。 

５． 予定症例数：５例 

６． 調査責任医師：西川 慶一郎 

７． 調査分担医師：播本 幸司、黒木 慶和、小熊 一輔、岡﨑 祐樹、加島 秀泰、 

榮井 広嗣、木村 薫 

 


